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浦田執行部は ｢夢のある歯科界をめざして､ 会員とともに､ 明る

い未来づくり｣ をテーマに､ ｢経営の安定｣ ｢診療の支援｣ ｢組織の

強化｣ ｢会員の融和｣ ｢地域社会との連携｣ を使命 (ミッション) と

考え､ 事業を実り豊かなものにするために､ 所管ごとに下記のようなテーマを定め担当者同

士が共有し､ ブラッシュアップを図りながら４月より会務を執行しています｡

【平成21年度各所管のテーマ】

総務 会員の利益に繋がるかを考えながら｡ 学術 高齢者医療に重点をおいた､ 診療に即

した学術情報の提供｡ 予防をスタンダードに事業継続｡ 社会保険 会員目線の社保委員会｡

地域保健 キャッチボール型地域保健活動の推進｡ 厚生・管理 経営の安定とライフプラン

の充実のために｡ 広報 会報・ニュースレターの内容の充実｡ 対外PRの推進｡ 学校歯科
学校歯科を再考する｡ 医療対策 事案発生の激減化｡ センター・介護 障害者歯科診療の推

進｡ 高齢者・要介護者への対応｡ 訪問診療への対応｡ 会計 費用対効果｡ 事業評価｡ 国保
特定健診周知徹底｡ 保険料改正後の健全運営｡ 学院 歯科衛生士としてのプライドを持った

学生の育成｡ 入学生定員の確保｡ 会館管理 凡事徹底｡ 事務局 会員サービスの充実､ 向上｡

事業の ｢実り｣ の大きなものに､ ｢会員の生活｣ と

｢県民の健康｣ があります｡

長引く不況と医療環境の変化の中､ 私たち歯科界は､

益々厳しくなっています｡ そうした歯科界の閉塞感､

不安定感を打破し､ ｢会員の生活｣ と ｢県民の健康｣

を確保するために､ 多様化する社会や歯科界に適切に

対応し歯科医師会のモデルチェンジを図っていかなけ

ればなりません｡ 時代の流れやニーズに､ 適応し､ 進化し､ そして新しい形を創造していく

必要があると考えます｡

その際の一つのキーワードに ｢コラボレーション｣ があります｡ コラボレーションとは､

協力する､ 共働､ 共同作業､ 協働を意味し､ 最近では ｢共創｣ という造語も使われています｡

業種や業界の括りを超えて､ 分野の異なる人々がお互いにアイデアを提供し､ コミュニケー

ションを図り､ 連携する ｢共創｣ の実現が､ 歯科界発展に不可欠と言えます｡

医療・保健・福祉の団体・施設・個人､ 行政､ その他各種団体と共に歩んでいく ｢開かれ

た組織｣ を目指し､ 仕掛けや環境づくりを図って行きたいと思います｡ これは､ 各郡市歯科

医師会レベル､ 各診療所レベルでも同じことで､ これまでにない専門性を持った人材の育成

や活用が必要とされてくることでしょう｡

さらに､ 浦田執行部は会員の皆さまとのコラボレーションを図るため､ 対話の ｢場｣ を積

極的に設定し､ 実り豊かな歯科医師会を創造して行きたいと考えています｡ 熊本県歯科医師

会が動脈硬化 (末梢血管が詰まり､ 血液が行き届かないと組織は壊死します) に陥らないよ

うに､ 会員の皆さんの声やアイデアを ｢会長への手紙｣ 等を通じてもお寄せください｡
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新型インフルエンザについて､ 今月に入っ

てから九州､ そして熊本にも発症者が出まし

た｡ 強毒性ではないのでそれほど心配はして

いません｡ しかし､ 冬に向けて再度新型イン

フルエンザが蔓延する可能性も取り沙汰され

ております｡ そのため､ 本会におきましても

対策本部を立ち上げる必要があると思います

ので､ 今回の理事会においてその是非につい

て協議して頂ければと考えております｡

また､ 昨日､ 日歯理事会が開催されました｡

その内容について報告したいと思いますが､

今回は２回分の日歯報告になりますので､ 後

ほど改めて行いたいと思います｡

それでは､ 本日も､ 慎重審議を宜しくお願

い致します｡

会会務務報報告告：：
総 務：第３回理事会､ 第５･６回常務理

事会､ 第２回副会長会議､ 第１回

選挙管理委員会､ 第１回日歯理事

会､ 日歯臨時代議員会､ 日歯･日

歯連盟役員就任披露パーティ､ 県

糖尿病対策推進会議､ 角膜・腎臓

バンク協会評議員会､ 熊本地域リ

ハビリテーション支援協議会役員

会､ 2009年歯の健康シンポジウム､

県学校保健会理事会､ 三師会懇談

会､ 口腔リハビリ打合せ､ 在宅診

療設備整備事業打合せ

学 術：各郡市学術担当者連絡協議会

社会保険：社会保険説明会､ 集団的個別指導

地域保健： ｢熊本さわやか大学校｣､ 歯の衛

生週間事業 (｢歯の祭典｣ の開催

並びに県下13郡市におけるイベン

トの実施)､ 県老人クラブ連合会

第１回健康・生きがいづくり支援

事業推進委員会

厚生管理：スタッフ接遇講演会

広 報：熊歯会報６月号校正､ ７月号編集､

ＮＨＫテレメッセ

学校歯科：学校保健会評議員会･理事会､ 日

学歯学術第三委員会､ 県PTA災

害見舞金安全判定審査会

医療対策：医療苦情事例報告､ 各郡市医療対

策担当者会議

センター・介護：口腔保健センターカルテ･
会計チェック

学 院：大江学園･第二大江学園歯科健診､
学院運営審議会

国 保：九州地方町村国保事務担当者研修
会､ 熊本県組合地区国保運営協議

会､ 全協通常総会

以上､ ５月22日から６月22日までの総務､ 各

委員会､ 他の動きについて､ 浦田会長及び担

当各役員より報告がなされた｡

会会務務報報告告そそのの２２：：
１. 退会会員

山本巖会員 (玉名郡市) ５月24日ご逝去

２. 日歯報告
○レセプトオンライン関係報告

省令改正パブリックコメント結果につい

６月26日 (金) 午後５時より県歯会館第１会議室にて浦田会長他全役員出席のもと議長を浦田
会長､ 議事録署名人を勇理事､ 大林理事として第４回理事会が開催された｡
開 会：小島副会長

慎重な審議を
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ては､ オンラインに反対､ 手上げ方式に

すべきという意見が最も多かった｡ 平成

21年度補正予算において､ レセプトオン

ライン化への対応として291億円が計上

されている｡ 都道府県別原審査及び再審

査査定件数､ 点数率共に熊本県の数字が

高いこと等の報告がなされた｡

○平成22年度制度・予算に関する要望書

○平成20年度日歯年金適用利率の決定 (案)

平成20年度の日歯年金の適用利率は､ 世

界的な景気悪化のため､ マイナス13.15

％と落ち込んでいるが､ 他の企業年金の

平均と比較すると相対的にマイナス幅は

小さく抑えられている｡

○TOOTH FAIRYプロジェクト

○経済財政改革の基本方針2009

｢基本方針2006｣ により､ 医療費の自然

増､ １兆１千億円を５年間で削減 (１年

あたり2200億円の削減) するということ

になっていたが､ その部分については改

めて財源を検討することで､ 自然増部分

の削減はなくなる見通しである｡ また､

第３章 『安心社会の実現』 の中で､ 初め

て ｢8020運動を推進する｣ という一文が

明記され､ これにより今後の予算組みの

根拠となることが期待される等の報告が

なされた｡

３. 会員の医療行為・広告の規制
無料フッ素塗布券の配布等の行為を不特定

多数の住民に行っている会員がおり､ 医療法

に抵触する可能性がある他､ 歯科医師の品位

を下げかねない行動であるため､ 本会として

は､ その行為自体を直ちに中止させることは

できないが､ 注意､ 指導を行うとの報告がな

された｡

４. 事務局窓ガラスのフィルム貼りの施工
６月８日 (月) に施行し､ 同日中に作業が

完了した旨の報告がなされた｡

５. 推奨歯科医院制度
５月上旬に会員にアンケートを実施､ その

結果を受けて各郡市歯科医師会会長・専務理

事にアンケートを行った｡ その内容等につい

ては､ ６月27日 (土) に開催される各郡市会

長・専務理事連絡協議会において改めて報告

する予定である｡

６. 歯科医師臨床研修制度における協力型施
設としての推薦依頼
会員による同制度の協力型施設の申請に伴

い推薦依頼があったため､ 申請会員に推薦状

を発行した旨の報告がなされた｡

７. 後援名義使用
・子育てすくすく☆こども博2009 (医師派

遣依頼) ／㈱テレビ熊本

・第49回熊本県学校保健研究協議大会／熊

本県学校保健会

・回復・維持期リハを考える会

・熊本口腔粘膜疾患研究会講演会

・熊本有病者歯科医療研究会講演会

・ ｢熊本こころの電話｣ ボランティアカウ

ンセラー研修会／熊本県精神保健協会

以上の団体､ 講演会における後援名義使

用を許可した｡

８. 関係機関・団体からの役員推薦依頼
熊本県総合保健センター評議員ほか各関係

機関､ 及び関係団体への役員推薦についての

報告がなされた｡

９. クールビズの実施
本会では６月１日より９月30日までの期間､

会務､ 諸会議等において ｢COOL BIZ (クー

ル・ビズ)｣ を実施しており､ 会員へは６月

15日付文書にて通知を行っている旨の報告が

なされた｡

10. 各郡市会長・専務理事連絡協議会
６月27日 (土) 午後３時より､ 県歯会館４

階大ホールにおいて開催する｡

なお､ 推奨歯科医院制度については､ 資料

を差し替えることとなったため協議の上､ 再

度修正を行い会議の資料とすることとした｡

また､ 各郡市からの事前質問に対する回答の

確認を行った｡

11. 碩台校区の藤崎宮大祭参加に伴う寄付金
の依頼
５口10,000円を寄付した旨の報告がなされ

た｡

12. 会員からの意見・要望への対応
会員の意見・要望への対応のために､ ｢会

長への手紙｣ という書式を作成し､ 郵送､ メー

ル､ 並びに会館に設置の意見箱への投函によ

り受け付け､ この意見・要望への対応は会長・

専務理事が行い､ 必要に応じて理事会で報告・

協議する｡
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13. 学院指導調査の実施 (九州厚生局)
７月２日 (木) に九州厚生局による養成施

設等指導調査が実施される予定となっている｡

14. 平成21年度歯の健康力推進歯科医師等養
成講習会受講者
本年度の講習会は､ 佐賀県と大分県におい

て開催される｡

15. 平成21年度役員・委員会委員合同会議
同会議を､ ７月３日 (金) 午後７時より､

ＫＫＲホテル熊本において開催する｡

16. 熊本県歯科医師会 会旗
代議員会・総会の際等に国旗とともに掲げ

る会旗について､ 木枠・アルミ複合板製で製

作する｡

17. 団体保険の周知
本会会員でありながら､ 個別契約にて保険

加入している会員が多数存在することから､

会員へ団体割引等の優遇処置がある旨の説明

を､ 該当保険会社の担当職員に周知していた

だくように文書により依頼し､ 団体保険への

加入を促す予定である旨の報告がなされた｡

18. 委員会事業報告
・厚生管理委員会 『スタッフ接遇講演会』

・地域保健委員会 『歯の祭典』

・学術委員会

『各郡市学術担当者連絡協議会』

・社会保険委員会 『各郡市社保担当者会議』

19. 推奨歯科委員制度運営・学術委員会合同
講演会
日時：９月13日 (日) 午前10時00分

場所：熊本県歯科医師会４階ホール

講師：仲西修先生 (九州歯科大学教授)

対象：会員及びスタッフ

20. 歯の衛生週間イベント時における新型イ
ンフルエンザ対策
事前対策の効果か､ 大きな混乱もなく各地

のイベントを無事に終えることが出来た｡ 今

回の対策を踏まえて､ 笑顔ヘルＣキャンペー

ン､ 次年度の歯の衛生週間事業へ向けてさら

に充実したものにしていきたい｡

21. 各会計５月末現況
22. ７月の当面の行事予定
23. その他
○地域保健活動方針 (田上理事)

○地域医療再生臨時特例交付金 (八木理事)

○個別指導 (中嶋副会長)

○年間行事予定 (渡辺専務理事)

協協 議議：：
１. 新入会員の承認 (承認)
一般会員１名､ 勤務医会員１名の入会を承

認した｡

２. 平成21年度臨時総会の開催 (承認)
日歯代議員・同予備代議員補欠選挙に伴い､

臨時総会を９月19日 (土) 午後５時より開催

することを決定した｡

３. 平成21年度臨時代議員会・総会の手続き
スケジュール (案) (承認)
原案通り承認した｡

４. 寄付金の収受及び使途 (承認)
原案通り承認し､ 臨時代議員会に議案とし

て提出することとした｡

また､ 寄付金の使途については､ 浦田会長

並びに伊藤学院長とで検討することとした｡

５. 平成20年度各会計収入支出決算 (案)
(承認)
原案通り承認し､ 臨時代議員会・総会に議

案として提出することとした｡

６. 医療事故に対する受付の流れ (承認)
原案通り承認した｡ なお､ 様式 ｢医療紛争・

事故報告書｣ については､ 記入欄を一部修正

の上で使用していくこととした｡

７. 事業企画書の提出 (継続)
『(仮) 会員・家族・スタッフ交流会』 に

ついて､ 参加者数の調査､ 予算立て等行った

上で､ 実施については来年度に持ち越すこと

も視野に入れながら､ 委員会において再度検

討を行った上で､ 改めて協議することとした｡

８. 新型インフルエンザ対策本部の設置
(承認)
原案通り､ 同対策本部を設置することとし

た｡ なお､ メンバーについては､ 常務理事以

上の役員､ 並びに竹下・八木理事で構成する

こととした｡

９. その他
○理事勉強会

理事勉強会を８月に熊本県医師会の北野会

長を講師に迎えて行うこととした｡

閉 会：前野副会長

(広報 加藤 久雄)
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本会会長の日歯役員就任にともなう日歯代議員の補欠選挙､ 並びに日歯予備代議員１名の辞任
にともなう日歯予備代議員の補欠選挙について､ 下記のとおり選挙規則第11条により公示する｡

平成21年８月28日

社団法人熊本県歯科医師会

会 長 浦 田 健 二

記

１. 選挙の期日・場所

期 日 平成21年９月19日 (土) 臨時総会
(註) 当日午後３時よりの臨時代議員会に引き続き､ 概ね午後５時に予定する臨時総会に

おいて行う｡

場 所 熊本県歯科医師会館
２. 日歯代議員・同予備代議員立候補又は推薦届出期間

届出期間 自 平成21年８月28日(金)午前８時30分 至 平成21年９月４日(金)午後５時

受付時間 月曜日から金曜日 午前８時30分より午後５時まで (但し､ 土・日祭日を除く)

日歯代議員・同予備代議員立候補又は推薦の届出先

選挙管理委員会 (受付：事務局長)

３. 立候補者又は推薦者の辞退期限

日歯代議員・同予備代議員立候補者 平成21年９月９日 (水) 午後５時まで

４. 選挙権者又は被選挙権者となる資格

選挙権者となる資格 平成21年７月21日までに会員となりたる者

被選挙権者となる資格 選挙日において会員として２年以上在籍した者

お 知 ら せ

１. 立候補または候補者の推薦を予定されている方は､ 関係書類をお渡しいたしますので､

本会事務局へお申し出ください｡

２. 届出書は､ 届出期日までに本会事務局 (選挙管理委員会あて) までご提出のもののみ有

効とさせていただきます｡

平成21年８月28日 社団法人熊本県歯科医師会選挙管理委員会

委員長 福 田 民 男

平成21年度臨時代議員会並びに臨時総会のお知らせ

標記の臨時代議員会は平成21年９月19日 (土) 午後３時より開催し､ 臨時代議員会終了後午後
５時 (予定) より臨時総会を開催いたしますのでお知らせいたします｡

熊本県歯科医師会

公公 示示



今今後後ももささららななるる意意見見交交換換をを

―各郡市会長・専務理事連絡協議会―
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６月27日 (土) 午後３時より県歯会館にお

いて平成21年度各郡市会長・専務理事連絡協

議会が開催された｡ 中嶋副会長の開会の辞に

続き､ 小島副会長が座長に選出され会議が進

行した｡ はじめに浦田会長が挨拶の中で､ 日

歯報告として①自民党総務会で ｢これ以上の

医療費削減は認められない｣ という意見は一

致したものの､ どのように表現するかでさら

に議論され結果として､ ｢最大限の削減｣ と

いう文言が削除され ｢基本方針06等を踏まえ､

歳出計画を継続しつつ……社会保障に必要な

修復をする｣ という表現に変ったこと｡ さら

に与謝野財務大臣が､ 記者会見の中で医療費

の自然増は削減しないとの発言をされたこと｡

これにより ｢経済財政改革の基本方針｣ いわ

ゆる ｢骨太の方針2009｣ において､ ｢骨太の

方針2006｣ の決定に基づく社会保障費の自然

増分毎年2200億円の削減は､ 事実上撤廃され

たこと｡ ②2009骨太方針の中で､ ｢生涯を通

じて歯および口腔の健康を保持する社会をめ

ざし､ 8020運動を推進する｣ という項目が明

記されたことは､ 大きな成果であること｡ の

２点を報告した｡ 次に､ 執行部より､ レセプ

トオンライン化､ 公益法人制度改革､ 推奨歯

科医院制度の運営､ 労働保険事務組合の新規

委託事業所の適用地区の拡大､ 新型インフル

エンザの対応について報告がなされた｡ 特に､

推奨歯科医院制度の運営では､ 日歯生涯研修・

Ｅシステムに関する調査結果の報告また､ 制

度に関する新たなご提示と題し牛島理事より､

名称の変更・県民への告知・医療苦情への対

応・制度に関するアピール・自己申告の欠点・

日歯生涯研修代行登録・支援員・特別会員､

それぞれの項目に対し特に詳しい説明が行わ

れた｡ 協議では､ 未加入者対策・非会員の加

入対策として､ 非会員との懇談や情報を提供

することの了承を得た｡ また郡市の入会金の

引き下げについては､ 各郡市専務理事等の実

務担当者間で協議すべきことや､ スリム化を

諮り70歳の終身会員の待遇引き上げはやめて

もらいたい､ などの意見が出された｡

各郡市からの事前質問

①各郡市歯科医師会の遊休財産に対する対応

(菊池郡市 荒木 靖 会長)�公益社団を目指さなければ遊休財産は､
あまり考える必要がないし､ 一般社団は

遊休財産があっても問題ない｡

資料として､ 執行部より各郡市の対応状

況の一覧表が提出された｡

②過去の未加入者対策とその効果の有無

(荒尾市 田中 正 専務理事)�対策に対する有効性､ 評価は､ 今後も大
切なことなので考えながら勧めて行きた

い｡
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③会員・各歯科医院の患者勧誘のためのPR

活動等 (玉名郡市 冨永英俊 会長)�行き過ぎた広告には､ 注意を促す｡
④・・レセプトオンライン化に伴う会員・非会

員の区別 (下益城郡 大久保和之 会長)�区別はできなくなる｡
・・公益社団に移行した場合の各郡市及び会

員への影響�影響は特別にない｡ 行政が委託事業を契
約できるのは現在でも基本的には社団法

人だけである｡

・・推奨歯科医院制度の名称変更�誤解を招かない名称に変更予定である｡
⑤入会金の値下げ

(天草郡市 森口茂樹 専務理事)�日歯は､ 今年３月の代議員会で入学金０
とする協議があり､ ９月の代議員会で議

案が承認されれば０になると思われます｡

県歯でもさらに意見を出していただき検

討していきます｡

⑥推奨歯科医院制度

(球磨郡 秋山 喬 会長)�報告のところで､ 今後の改善点を説明｡
⑦県歯会館の敷地内全面禁煙化を行わない理

由 (熊本市 清村正弥 会長)�しばらくは現状のままとする｡
⑧日本歯科医師会からの ｢TOOTH FAIRY｣

事業 (熊本市 渡辺猛士 専務理事)�日歯が日本財団と合意して進めている事
業である｡

⑨・・県歯からの会員向け通達､ 連絡等

(八代 中川純一 専務理事)�会員に一括でFAX送信できるシステム
を採用することで対応｡

・・強毒性のインフルエンザ対策�強毒性の場合､ 対応は行政でしか行えず､
歯科医師会単独では無理です｡

⑩本会役員選挙結果の公表

(上益城郡 江藤寛文 会長)�詳細な結果を公表するかどうかは執行部
ではなく､ 選挙管理委員会で判断するこ

とになっている｡

⑪・・レセプトオンライン化

(人吉市 今藤隆文 会長)�オンライン化に伴う行政の補助金が予算
化されるか不透明だが､ 要望はして行き

たい｡

・・本会・連盟の関係�今後も連携していく｡
⑫新型インフルエンザの対応

(水俣・芦北郡市 若江秀敏 会長)�対策本部 (会長､ 副会長､ 専務理事､

常務理事､ 八木理事､ 竹下理事) を設置

したので､ その場で対応を協議します｡

⑬浦田会長後任の日歯代議員の選出

(鹿本郡市 原賀滋久 会長)�９月の臨時総会で補欠選挙を行う｡
(広報 加藤 久雄)
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熊本県歯科医師会執行部では､ 地域社会に貢献するために､ 行政各団体等の事業に参画していますので､
紹介します｡

執行部の兼任職務の紹介

日歯・日学歯・日歯連盟・都道府県・九地連関係
№ 担当事務局 役 職 名 本会役職 ・ 氏名
１ 日 歯 日本歯科医師会理事 会 長 浦田 健二
２ 日 歯 日本歯科医師会新型インフルエンザ対策メンバー 会 長 浦田 健二
３ 日 歯 日本歯科医師会代議員 副 会 長 小島 博文

４ 日 歯 日本歯科医師会予備代議員
副 会 長 中嶋 敬介
専務理事 渡辺 賢治

５ 日 歯 日本歯科医師会税務委員会委員 理 事 竹下 憲治
６ 日 歯 日歯広報モニター 理 事 加藤 久雄

７ 日 歯 日歯広報 ｢会員モニター｣
入江 英仁
岩本 雅生
舩津 雅彦

８ 日 歯 日本学校歯科医会理事 専務理事 渡辺 賢治
９ 日 歯 日本歯科医師会地域保健・産業ネットワーク事業担当 理 事 田上 大輔
10 日学歯 日本学校歯科医会代表会員 理 事 大林 裕明
11 日学歯 日本学校歯科医会予備代表会員 常務理事 宮坂 圭太
12 日歯連盟 日本歯科医師連盟評議員 連 盟 長 久々山芳文
13 日歯連盟 日本歯科医師連盟予備評議員 幹 事 長 渡辺 賢治
14 九地連 九州地区連合歯科医師会理事 会 長 浦田 健二

15 当番県広島県 歯科医師需給問題連絡協議会幹事
会 長 浦田 健二
副 会 長 小島 博文
専務理事 渡辺 賢治

16 岩手県歯科医師会 日本スポーツ・健康づくり歯学協議会幹事
副 会 長 小島 博文
理 事 牛島 隆

熊本県関係
№ 担当事務局 役 職 名 本会役職・氏名
１ 医療政策総室 熊本県医療審議会委員 会 長 浦田 健二
２ 医療政策総室 熊本県保健医療推進協議会委員 会 長 浦田 健二
３ 医療政策総室 熊本県医療対策協議会委員 会 長 浦田 健二

４ 高齢者支援総室 第24回全国健康福祉祭くまもと大会 ｢ねんりんピッ
ク2011 (ふれ愛) 熊本｣ 実行委員会委員 会 長 浦田 健二

５ 健康危機管理課 熊本県新型インフルエンザ対策協議会委員 会 長 浦田 健二

６ 医療政策総室 熊本県歯科技工士試験委員会委員

理 事 松岡 拓治
理 事 竹下 憲治
理 事 牛島 隆
学術委員長 添島 義樹

７ 医療政策総室 熊本県保健医療推進協議会医療専門委員会委員 副 会 長 中嶋 敬介
８ 健康福祉政策課 熊本県社会福祉審議会委員 副 会 長 中嶋 敬介
９ 高齢者支援総室 熊本県地域リハビリテーション推進協議会委員 理 事 松岡 拓治
10 社会福祉課 生活保護法による歯科嘱託医 常務理事 西野 隆一
11 体育保健課 学校保健及び学校安全表彰審査委員 常務理事 宮坂 圭太
12 健康づくり推進課 くまもと21ヘルスプラン推進委員会委員 理 事 田上 大輔
13 健康づくり推進課 熊本県健康づくり県民会議幹事 理 事 田上 大輔
14 健康づくり推進課 熊本県歯科保健推進会議委員 理 事 田上 大輔
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支払基金・国保連合会・九州厚生局関係
№ 担当事務局 役 職 名 本会役職 ・ 氏名
１ 支払基金 社会保険診療報酬支払基金診療担当者代表幹事 会 長 浦田 健二

２ 支払基金 社会保険診療報酬請求書審査会審査委員
社会保険診療報酬支払基金審査員

副 会 長 中嶋 敬介
常務理事 西野 隆一
理 事 勇 励

３ 国保連合会 国民健康保険診療報酬審査員

国保副理事長 上野 亮一
国保常務理事 桑田 和明
理 事 前田 章二

工藤 晃正

４ 九州厚生局
熊本事務所 九州地方社会保険医療協議会熊本部会委員 副 会 長 中嶋 敬介

５ 後期高齢者
広域連合 熊本県後期高齢者運営協議会委員 副 会 長 中嶋 敬介

関係諸団体
№ 担当事務局 役 職 名 本会役職 ・ 氏名
１ 医師会 熊本プライマリ・ケア研究会世話人会役員 会 長 浦田 健二
２ 医師会 熊本プライマリ・ケア研究会常任世話人 副 会 長 小島 博文
３ 医師会 熊本県医療・保健・福祉団体協議会副会長 会 長 浦田 健二

４ 医師会 熊本地域リハビリテーション支援協議会委員 副 会 長 小島 博文
理 事 松岡 拓治

５ 医師会 熊本県医療・保健・福祉連携学会企画委員 副 会 長 小島 博文
６ 医師会 熊本県糖尿病対策推進会議 副 会 長 小島 博文

７ 学校保健会 熊本県学校保健会理事
会 長 浦田 健二
常務理事 宮坂 圭太
理 事 大林 裕明

８ 学校保健会 熊本県学校保健会評議員 学校歯科委員長 岩本 知之
９ 高等学校保健会 熊本県高等学校保健会理事 副 会 長 前野 正春

10 (財)県角膜・腎臓バンク協会 熊本県角膜・腎臓バンク協会評議員 会 長 浦田 健二

11 さわやか長寿財団 熊本さわやか長寿財団理事 会 長 浦田 健二
12 さわやか長寿財団 熊本さわやか長寿財団運営協議会委員 常務理事 宮坂 圭太
13 熊本小児保健研究会 熊本小児保健研究会顧問 会 長 浦田 健二
14 熊本小児保健研究会 熊本小児保健研究会理事 理 事 大林 裕明
15 県総合保健センター 熊本県総合保健センター評議員 会 長 浦田 健二
16 体育協会 熊本県体育協会財務特別委員 会 長 浦田 健二
17 熊本大学 財団法人肥後医育振興会評議員 会 長 浦田 健二

18 熊本空港事務所 熊本空港緊急計画連絡協議会委員・専門委員
会 長 浦田 健二

(委員)

副 会 長 前野 正春
(専門委員)

19 熊本県日中協会 熊本県日中協会常任理事 会 長 浦田 健二
20 熊本県保護観察所 社会を明るくする運動・熊本県推進委員会委員 会 長 浦田 健二

21 独立行政法人日本スポーツ振興センター
独立行政法人日本スポーツ振興センター福岡支所
業務運営委員会委員 副 会 長 前野 正春

22 PTA災害見舞金安全会 熊本県PTA災害見舞金安全会判定審査会専門医師 常務理事 西野 隆一

その他
№ 担当事務局 役 職 名 本会役職 ・ 氏名

１ 福岡歯科大学
口腔保健学 日本口腔衛生学会九州地方会幹事 理 事 田上 大輔

２ 熊本地方裁判所 民事調停委員 副 会 長 前野 正春

(事務局長 澤田 雅治)
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１２ [保険料の計算]

[保険料の月額]

[後期高齢者支援金分保険料について]

後期高齢者支援金分は､ ０歳か

ら74歳の全ての被保険者が負担す

る保険料です｡

平成21年度は欄を新設しました｡

(※平成20年度の後期高齢者支援

金分は2,000円で､ 医療分の中に

含めて表示していました｡)

組合運営の現状とお願い

歯科医師国保組合は､ 歯科医師及びスタッフがそれぞれ保険料を持ち寄って､ 組合員に起こっ

た疾病の治療にかかる費用を助け合う組織 (いわゆる組合) です｡

年齢構成で見るとスタッフである若い女性と扶養家族の人数が多いので前期高齢者納付金は､

平均的な組合より多く負担することになります｡

毎年､ 集められお預かりした保険料の中から､ どれだけ掛かるかわからない保険給付 (特に高

額療養費) と､ 毎年変動する介護保険料や前期高齢者納付金および後期高齢者支援金の拠出に対

応するところに難しさがあります｡ さらに昨年度より義務付けられた特定健診は､ 受診率を上げ

健診結果を好転させないとペナルティー (後期高齢者支援金の加算) があります｡

本組合では､ 組合員・ご家族への保険給付はもとより､ 保険事業を充実させるべく検討努力を

行っています｡ ｢保険料のご負担という義務｣ を果たしていただくことで､ ｢療養費の給付｣ や

｢充実した検査項目を設定した健康診断｣､ ｢その他の各種補助｣ が実行可能となりますことを今

一度ご確認いただき､ 本組合の運営にご理解とご協力をお願いいたします｡ (国保 桑田 和明)

����������������������������
国民健康保険料 ＝ 医療分保険料 ＋ 後期高齢者支援金分保険料 ＋

介護分保険料
(40歳以上65歳未満の方)

←

月 額
内 訳

(医療給付分＋後期高齢者支援金分＋介護)

甲種組合員
介護保険料あり ������ 16,000+2,400+2,500

介護保険料なし ������ 16,000+2,400

乙種組合員
介護保険料あり ������ 7,000+2,400+2,500

介護保険料なし ����� 7,000+2,400

勤 務 医
介護保険料あり ������ 9,500+2,400+2,500

介護保険料なし ������ 9,500+2,400

甲乙種家族
介護保険料あり ����� 4,000+2,400+2,500

介護保険料なし ����� 4,000+2,400
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歯歯周周補補綴綴ににイインンププラランントトをを用用いいたた一一症症例例

私は過去12年にわたって ｢歯周補綴｣ すなわち､ 動揺歯は可及的に連結という方法で､ 治療を
行ってきた｡ その結果､ 治療が複雑になればなるほど､ 治療後の結果が予測できない症例に遭遇
した｡
それらの経験をふまえて､ 現在は､ 補綴設計はなるべくシンプルに考えるようにしている｡ す
なわち､ 可及的に補綴物のスパンは短くし､ できればすべての補綴物において単冠がベストであ
ると考える｡
現在､ オッセオインテグレーションの概念を導入した歯科インプラント治療により､ 確実な咬
合機能の回復が得られるようになった｡ それをふまえてインプラントの予知性を高め､ さらに骨
の吸収が著しい症例においても､ 確実にインプラントを埋入できる方法をこれまで導入してきた｡
今回､ 部分的に高度の骨の吸収が見られ､ 現状では咬合崩壊に至る症例を､ GBR､ クレスタ
ルアプローチ法による上顎洞底挙上術を併用してインプラントを植立し､ 咬合再構成を行い､ 術
後８年経過後､ 良好な結果を得られたので報告する｡

患者は55歳の女性で､ 1999年４月17日に奥
歯で物を噛めないという主訴で来院された｡
基礎資料の収集後､ 問題点として１. 重度
歯周炎による咀嚼障害・審美障害 ２. 不安
定な顎位が挙げられ､ 治療方針として １.
インプラントを応用した咬合の回復 ２. 中
心位の模索と決定 ３. 達成可能な審美性の
回復とした｡
治療計画として､ ①初期治療 (・炎症抑制・
不適合補綴物除去・抜歯・咬合診断) ②プロ
ビジョナル・レストレーションⅠの作成③再
評価④インプラント植立⑤ＭＴＭ (下顎１.
１) ⑥プロビジョナル・レストレーションⅡ
の作成⑦再評価⑧最終補綴物装着⑨メンテナ
ンスを立案した｡
インプラント植立部位の中で､ 右上２左上
２にはGBR法によりインプラントを植立､
また右上６､ ７左上６にはクレスタルアプロー
チ法による上顎洞底挙上術を併用し､ インプ
ラントを植立し､ 咬合回復治療を行った｡
具体的な治療としては､ 顎位はCO＝CRと
診断し､ 診断用ワックスアップを行い､ イン
プラント埋入時のサージカルステントにその

情報を反映した｡ サージカルステントを応用してインプラント埋入し､ ブロビジョナルレストレー
ションにて顎位・咀嚼・審美・発音を確認し､ 最終補綴物へと移行した｡ 最終補綴物のデザイン
は右上１. ６. ７左上１. ６にインプラントを埋入後､ 右上３. ４. ５. ６. ７. ８左上３. ５.
６. ７左下６. ７は単冠のメタルボンドクラウン､ 上顎前歯部は２. ２支台のメタルボンドブリッ
ジ､ 下顎前歯部は１. １支台のスリーインサイザルオールセラミックスブリッジ､ 右下は５. ７
支台のメタルボンドブリッジとした｡
術後８年経過しているが､ 上顎２. ２のインプラント部に若干の歯肉退縮は見られるが､ 全体
的に良好に経過しており､ インプラントの有用性が示唆された症例だと考えている｡

初診時口腔内写真 1999・05・01

初診時Ｘ-RAY 1999. 05. 01

上上益益城城郡郡 森森永永 博博臣臣 会会員員
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現在私は､ 上顎洞底挙上術を行う際にはクレスタルアプローチ法を採用しているが､ 成功する
ために必要な要素として
①上顎洞粘膜を破らない｡ (的確なオステオトームの操作)
②インプラントの安定 (満足な初期固定が得られない場合はステージドアプローチを行う・１回
法の場合インプラントに負荷がかからないように考慮する)
③インプラント床の精査 (感染源の有無・骨質)
などが重要だと考えている｡
また骨補填財としてはβ-TCP単独を採用しているが､ これに対する文献として

①サイナスリフト時にβ-TCPを填入後､ ８ヶ
月してインプラント埋入時に生検｡ 組織学的に
骨補填材料になりうることが示唆された｡１)

②４人の患者の左右の上顎洞にそれぞれβ-
TCP単独と自家骨を填入｡ ６ヶ月後に生検｡
ＣＴ検査および､ 組織学的検査よりβ-TCP
単独と自家骨との間に有意差なし｡ β-TCP
単独で有用な骨補填材料であることが示唆さ
れた｡２)

③上顎洞底挙上術を行う際の移植材料は､ β-
TCP単独と自家骨単独の間に有意差はなかっ
た｡ すなわち２回法でインプラントを埋入す
るのであれば､ β-TCP単独でも骨増量剤と
しての役割が果たせる｡３)

などがあり､ 当医院の臨床でも､ ８年間β-
TCP単独で骨造成を行っているが､ 結果は
良好である｡
またβ-TCP単独での骨造成及び同時埋入
についての文献は
○インプラントと骨補填材は直接結合しない

ので､ インプラント周囲のほとんどが骨補填材であれば､ 補填材が骨組織と置換するまでオッセ
オインテグレーションは得られない｡ 上顎洞底挙上のみを行い､ ２期的にインプラントを埋入す
るのであれば､ 骨補填材 (β-TCP) を用いて大部分が骨組織と置換した頃にインプラントを埋
入すればよい｡
しかし上顎洞底挙上と同時にインプラントを埋入するのであれば､ インプラントにオッセオイン
テグレーションを起こさせるために骨補填材(β-TCP)に50％の自家骨を混ぜる必要がある｡４)

というものが､ 現在のところ主流だと考えている｡ しかし当医院では､ ８年前よりβ-TCP単独
で骨造成を行い､ インプラントの初期固定が得られれば､ 同時埋入を行っているが､ 結果は良好
である (５年生存率96％)｡
すなわちクレスタルアプローチ法による上顎洞底挙上術の骨補填材はβ-TCP単独で有効であ
り､ しかもインプラントの初期固定が得られれば､ 上顎洞底挙上術と同時にインプラント埋入を
行っても､ 臨床的に予知性のある術式だと考える｡

参考文献
１).Zerbo IR, Bronckers AL, de Lange GL, van Beek GJ, Burger EH.
Int Oral Implants Res. 2001 Aug;12(4):379-84.
２).Szabo G, Suba Z, Hrabak K, Barabas J, Nemeth Z.
Int Oral Maxillofac Implants. 2001 Sep-Oct;16(5):681-92
３).Szabo G Int J Oral Maxillofac Implants .2005
４).Peleg M,Garg AK,Mazor Z Int J Oral Maxillofac Implants. 2006

最終補綴物装着 ６年後口腔内写真 08・09・05

最終補綴物装着６年後Ｘ-RAY 08・09・05

※カラー写真を本会ホームページ､ 会員のページに掲載しております｡
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６月21日 (日) 17：30より､ 平成21年各郡
市歯科医師会医療相談担当者会議が会館にて
開催された｡ この会議内容で会員の皆さんに
伝えるべき項目は以下の通りである｡
①新冊子 ｢安心安全な歯科医療を求めて｣ を
熟読することが医療トラブル等を未然に防
ぐ大切な手段であること｡
②万が一トラブル等が発生したら早めに会へ

報告すること｡ (遅くなると対応できない
ことあり)
③患者からの苦情等が複数回出ている歯科医
院には､ 回数に応じて (それ相応の) 対処
を会として行う予定であること｡
④ ｢自費｣ の結果責任期間はおおむね10年間
というのが現在での司法の考えとなってい
る｡ (医療対策 大川 智弘)

������������ トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトララララララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルのののののののののののののののののののののののの報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告はははははははははははははははははははははははは早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににに����� ��
介護：
・介護予防事業の研修会
学校歯科保健：
地域歯科保健：
②郡市会の内部で現在問題となっていること
・未入会員を入会させるには
・レセプトオンライン化
・推奨歯科医院制度
③郡市会で現在計画されている事業及び将来
の夢
・医師会との合同研修会及び懇親会で親睦を
深め病診連携がスムーズに行えるよう計画
を進めている｡
・郡市歯科医師会ホームページ作製及び運営､
管理について計画中､ 思案中
④郡市会のキャッチフレーズや特徴
・アットホームな歯科医師会

(鬼塚 友文)

水俣･芦北郡市(会長 若江 秀敏)
①年間行事､ 事業
総務：
・例会・５～６回／年､ 開催
・規約の確認
・会員の連絡網
・未入会員
・郡市医師会ホームページ作製､ 運営､ 管理
学術：
・例会時のビデオ研修
・学術講演会
・４月25日：国水研と合同研修会 (摂食嚥下)
・８月：学術講演会
・会員発表会
・推奨歯科医院
・医師会と合同研修会 (歯周病と全身疾患)
・日常歯科臨床懇話会
・病診連携研修会
厚生：
・会員､ 関係者健康診断 (８月)
・新年会の開催 (１月､ 家族参加)
・会員の研修旅行
・各診療所福利厚生事業
・医療安全管理業務 (院内感染・医療機器､
医薬品の安全管理)
公衆衛生：
・各市町村のイベントへの参加
・歯の衛生週間 (各医院での無料歯科検診)
・高齢者の良い歯のコンクール
社会保険：
・例会時の社保研修会及び質疑応答

各各 郡郡 市市 執執 行行 部部 紹紹 介介

―各郡市医療相談担当者会議―



―定例勉強会―
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りえるので､ もし医療事故が起こってしまっ
た場合は､ しかるべき対処をとるために県歯
医療対策に出来るだけ早く連絡して欲しい｡｣
と締めくくられた｡ 続いて江藤会長が謝辞を
述べ講演会は終了した｡
この後場所を移し懇親会が行われ､ 講演会
では聞けなかったような話しも聞け､ 盛況の
うちにお開きとなった｡

(佐藤 昭彦)

５月19日 (火) 午後７時
30分より御船町の ｢御船カ
ルチャーセンター｣ におい
て､ 上益城郡定例勉強会が
行われた｡ 今回は､ 県歯片
山幸博医療対策理事をお招
きし､ ｢医療安全管理体制｣

について講演して頂いた｡ 内容は､ 平成19年
４月１日より医療安全管理のための体制の確
保が義務化されたことにより､ 保健所の立ち
入り検査が一層強化されるであろう１) 院内
感染対策 ２) 医薬品の安全管理 ３) 医療
機器の安全管理３項目について詳しく説明さ
れた｡
これからさらに厳しい指導がなされると思
われるので､ 万全に準備をしておくことが必
要である｡ 特に医療事故を起こさないために､
ヒヤリ・ハット報告書をしっかり書き､ 自院
内の弱点を知り事故を未然に防ぐ為の予防が
最も大切である｡ ｢日常我々がどんなに注意
をしていても患者さんの体調等で事故は起こ

―総会―

� 歯科医師賠償責任保険� 悪質クレーマー
我々の日常の診療において十分に起こ
りえる事例を提示されながら､ 大変わか
りやすく説明していただいた｡ 特に悪質
クレーマーについては悪質クレーマーか
否かの判断基準､ その特徴と対応の基本
をタイプ別に提示していただき､ 会員に
とって大変有意義な講演会となった｡

(右山 裕則)

５月13日 (水) 午後７時
30分より､ ホワイトパレス

において平成21年度下益城郡歯科医師会第１
回総会が開催された｡
本年度より新執行部が発足し､ 新しく就任
した大久保和之会長の挨拶の後､ 議事進行が
おこなわれた｡
報告 � 平成21年度新役員紹介� 各担当理事より委員会等の報告
協議 � 講習会開催� 入会金､ 年会費� 出張手当� 会規約の改正
以上の件につき活発な意見が出され､ 今後
も執行部において検討を行っていくこととなっ
た｡
会終了後､ 熊本県歯科医師会医療対策委員
会の冨屋栄祐委員長より､ 医療対策委員会報
告として､ 以下の講演が行われた｡� 平成20年度上半期の事例分析及び検討と
対応策� 歯科医師の責務

�����������
上益城

下益城

｢ヒヤリ・ハット報告書を書きましょう｡｣

抱負を述べる大久保新会長



―歯の衛生週間事業―
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者で大いに賑

わった｡ (ア

ンケート記入

86名､ 応募ハ

ガキ40名､ 総

来場者数100

余名) 歯科医

院にはなかな

か行きづらい

方でも気軽に

相談に立ち寄

れるような有

意義なイベン

トとなった｡ これからも屋内ではあったが

｢青空学級｣ ならぬ ｢青空歯科相談｣ のよう

に､ 地域住民の方々とのコミュニケーション

の場となればと思った｡

(青山 泰子)

６月６日 (土) 宇土シティ

内において歯の衛生週間イ

ベント ｢歯の無料相談会｣

が開催された｡

いつものところより少し

離れた場所だったので､ 来

場者数に影響しないかと心配されましたが､

多くの地域住民の方々が来場された｡

午後１時から５時まで､ 会員歯科医師数名

が前半と後半に分かれて歯の無料相談を行い､

３医院から各２名ずつ計６名の衛生士も参加

し､ 受付､ アンケート､ ブラッシング指導､

フッ素塗布などを分担して行った｡ その他に

も､ 歯の健康に関するポスターを掲示､ アン

ケートに記入していただいた方には歯ブラシ

や歯磨き粉､ 風船､ パンフレット等を無料で

配布､ 抽選でプレゼントが当たる8020イベン

トの応募ハガキに記入していただいたりと盛

りだくさんの内容で､ イベントは多数の来場

宇土

熱心に取りくんだ

前月号の ｢歯の祭典｣ の記事において､ 阿蘇郡市歯科医師会の写真が掲載されておりませ
んでした｡ ここにお詫び申し上げます｡ (広報委員会)

―還暦祝賀会―

原賀会員・牧会員には､ 健康に留意され鹿

本郡市歯科医師会のため､ 今後ともご尽力頂

きたいと思う｡

(�水間 奨)

６月13日 (土) 午後６時

30分より山鹿市寿三ホテル

にて､ 原賀滋久会員 牧正仁会員の還暦祝賀

会が行われた｡

赤い頭巾にちゃんちゃんこ姿になられたお

二人に､ 鹿本郡市歯科医師会よりお祝い金と

花束を贈呈し､ 三村保会員の祝辞､ 石田龍佑

会員は ｢高砂｣､ �水間潤会員は ｢養老｣ の

謡をそれぞれ披露された｡ その後､ 原賀会員､

牧会員各々あいさつがあり､ 石田龍佑会員の

乾杯の発声により祝宴へと移った｡ 時間が経

つにつれ､ お二人の席にお祝いのあいさつ､

席を移っては会員同士､ 親睦を深め､ 賑やか

な祝賀会となった｡

鹿本

お似合のお二人を囲んで

�������



―レクリェーション―
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く､ みるみるなくなっていった｡ お腹が膨れ
たところで､ ビンゴゲーム､ ボウリング大会
の表彰式､ ジャンケンゲームを行った｡ ボウ
リング大会・両ゲームともすばらしい景品が
用意されており､ 会場が大いに盛り上がった｡
実はこの時､ ジャンケンゲームを勝ち上がっ
たのは参加約70名中最年少の小さな女の子だっ
た事もあり､ 非常に和んだ雰囲気が会場を包
んだのであった｡
ボウリング大会・懇親会とも大賑わいで大
いに楽しむことができたのも､ 大会を企画・
運営した会員各位のご尽力と冨永会長をはじ
めとする執行部各位の人望､ そして､ 大会に
参加していただいた参加者の皆さんのおかげ
であると思う｡ 皆様､ 大変お疲れ様でした｡
そして､ また来年の大会で…｡ (神崎 昌二)

６月26日 (金) 19時30分
より玉名郡市歯科医師会恒
例のボウリング大会が司ボ
ウル (玉名市) にて執り行
われた｡
平日の夜にもかかわらず､

約70名という大勢の方が参
加され､ 冨永会長の始球式で大会が始まった｡
各レーンではボールを投球するたびに､ 歓声
や笑い声が上がり､ 大いに盛り上がった大会
であった｡ 大会結果は以下の通りである｡
団体戦…優 勝：工藤歯科､

準優勝：さくら歯科､
３ 位：大林歯科

個人戦…優 勝：脇坂佳子 (大林歯科)､
準優勝：春野惟一 (春野歯科)､
３ 位：向坂貴美子 (国崎歯科)

その後､ 玉名温泉 ｢白鷺荘別館｣ に会場を
移し､ 懇親会､ ボウリング大会表彰式､ およ
び､ 永年勤続表彰式を行った｡ 懇親会に先立
ち､ ５年 (５名)､ 10年 (５名)､ 15年 (２名)､
20年 (４名) と言う長きにわたって勤務され
てきたスタッフに対し､ 日頃の感謝の念と共
に記念品を贈呈した｡
冨永会長の乾杯音頭の発声で懇親会がスター
ト｡ 懇親会はボウリング後と言うこともあり､
お腹はペコペコ｡ しかも､ 料理が大変おいし

員､ ご病気のあと久しぶりに元気なお顔を拝
見できた松本会員､ 厄を無事に終えて益々の
活躍を期待する馬場会員､ 年令を越えて様々
なライフステージの先生方と楽しくお話しし
たひとときだった｡

(白井 徹郎)

６月26日 (金) 午後７時
30分よりホテルヴェルデに

おいて､ 荒尾市歯科医師会会員寿賀を祝う会
が行なわれた｡
今年は古希の蔵本千恵子会員､ 還暦の福嶋
修治会員､ 松本孝治会員の祝賀ならびに馬場
一英会員の厄入り祈願を会員一同でおこなっ
た｡
祝宴に先立ち､ まず４名の先生を壇上にお
迎えし紹介の後､ 福嶋会長より長年の労を労
うとともに ｢自身も含めいつまでも健康で年
を重ねていきましょう｣ との開会のお言葉を
いただいた｡ 引き続き壇上の先生から人生の
節目を迎える心境が一言ずつ述べられた｡
乾杯の後､ 祝宴に入り４名の先生を囲んで
会話が盛り上がった｡ いつまでも若々しい蔵
本会員､ 会長という重責を全うされる福嶋会

玉名

荒尾

約70名の参加で盛り上がった

―会員寿賀を祝う会―

４名の会員を囲んで

������
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今回の ｢キ
スの部｣ は
23.0㎝のキス
をゲットした､
玉名郡市の田
中康会員がそ
の長いキャリ
アと腕前通り､
順当に優勝を
果たし､ 大ト
ロフィーと賞金を手にした｡
また今年が初参加の鹿本郡市の田中仁会員
(72歳) が有明海特産のニシン科の珍魚 ｢ヒ
ラ39㎝｣ を釣り上げ､ 見事に大会歴代最年長
記録となる ｢他魚の部｣ 優勝に輝いた｡
先生は竿さばきや船上での身のこなしも若々
しく､ 日頃の鍛錬による御壮健の程が窺われ
た｡
毎年７月に挙行している ｢釣り大会｣､ 会
員家族の皆様､ お土産付きの夏のレジャーで
す｡ どうぞふるってご参加下さい！心よりお
待ちしています｡ (原口 泰)

７月５日 (日) 上り中潮､
月齢16.3に今年度の ｢荒・
玉・鹿本親睦釣り大会｣ が
開催された｡
午前９時､ ３名の小学生

を含む総勢14名の太公望た
ちは､ ２隻の漁船に分乗し､ 玉名漁港より有
明海へと出港した｡
当日は梅雨の最中ではあるものの､ 無風ベ
タ凪曇天の海況の中､ 海上のポイントへ到着
した｡
例年と比べてキスの型は､ やや小さいもの
の､ 外道のグチやメゴチも交じり､ 次々と竿
を曲げる魚信が連発した｡
その中で､ 釣れたキスをエサにしての ｢泳
がせ釣り｣ を試みていた､ 玉名郡市の規工川
浩先生の竿を､ 突然猛烈な引きが襲った｡
長い格闘の末に上がって来たのは､ なんと
80㎝オーバーのシュモクザメ (ハンマーヘッ
ドシャーク)｡ 危険なので船縁でシカケを切っ
てのリリースとなったが､ 14年の釣り大会史
上初の珍魚であった｡

荒尾･玉名･鹿本

｢他魚の部｣ 優勝に輝いた田中 仁先生 (鹿本)

―臨時総会―

雰囲気の中で､ 懇親会が進み､ 会員同士の親
睦もより深まり､ 午後10時におひらきとなっ
た｡
翌日は､ 魚釣りと観光に別れそれぞれを満
喫して楽しんだ｡ (野田 和宏)

６月13日 (土) 午後６時
より､ 天草市の岬亭におい

て､ 上益城郡歯科医師会臨時総会が開催され
た｡
開会の辞を河端副会長が述べた後､ 議長に
矢毛石会員が選出され､ 開会挨拶を江藤会長
が行った｡
まず､ 玉置専務理事より､ 平成21年度臨時
代議委員会においてのE-systemの単位取得
についての説明があった後､ 上益城における
三師会合同役員会での三師会の連携強化､ 研
修会の開催についての説明､ 各委員会の報告
があった｡
この後､ 清村常務理事の閉会の辞で､ 会は
終了した｡
その後､ 懇親会も開催され､ 終始和やかな

上益城
��������������������

天草を満喫



―祈願祭・叙勲祝賀会―
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にお上がりいただき､ 世話人代表の野田会員

よりユーモアを交えつつの紹介がなされた｡

そして各会員は人生の節目にあたっての気持

ちと感謝の言葉を述べられた｡

その後八代の重鎮､ 上三垣会員の乾杯の発

声にて祝宴に突入､ あちこちでお祝いの会員

を囲む輪が出来た｡ また旭日双光章勲章も額

に入れられ壇上に展示された｡ そこでも会員

の輪が出来､ 皆､ 感嘆の声を上げていたよう

だ｡

それにしても不思議に毎年この時ばかりは

老若に区別なく本当に和気あいあいに話が弾

む｡ お年を召した方は昔を思い出すのであろ

うか (失礼！) 自らの経験を我が子に話すよ

うに若手会員に話し､ 聞くほうも自然にすん

なりとその話に入り込んでいく｡ 一年に一回

だけの貴重な時間だと思うとこれからもこの

祈願祭､ 祝賀会は是非続けてほしいと思う｡

祝宴は終了予定時刻を大幅に超えても盛り

上がりは衰えず一旦､ 福田会員の閉会の辞に

よって強制的にお開きとなった｡ まだ外は明

るく話し足りない飲み足りない方達は二次会､

三次会へと繰り出していったようである｡

最後に､ 野田会員はじめ世話人をしてくだ

さった５名の先生方､ 本当にお疲れ様でした｡

(岩崎 晃司)

６月13日 (土)､ 午後３

時より八代歯科医師会恒例

の行事､ 祈願祭が八代宮に

て執り行われた｡ 今年人生

の節目を迎えられたのは喜

寿の多田昌司会員､ 古希の上田忠会員､ 還暦

の上田博会員と水上正太会員､ そして厄晴れ

の井上裕邦会員と厄入りの川上立祐会員であ

る｡ 心配された梅雨時期の雨に降られること

もなく晴天に恵まれ､ ほとんどの会員が出席

し神殿にて式は厳かに進行していった｡ 宮司

より一人ずつの御祓いを受けた後､ 会員一同

八代歯科医師会の発展を祈願し二礼二拍手一

礼をもって参拝した｡ 式の終了後､ 記念撮影

を行い､ 続いて場所を八代ロイヤルホテルに

移し祝賀会が催された｡

今回の祝賀会は先だって旭日双光章を受賞

された上田義信会員をお祝いする会でもあり

八代歯科医師会にとっては二重の慶びとなっ

た｡ 進行は司会の宮崎会員､ 世話人の野田会

員が担当され､ 最初に増田会長の挨拶があり

12年会長を務められた上田義信会員の功績を

話されその栄誉を称えられた｡ 残念ながら体

調不良のため上田会員は欠席であったがご子

息の上田龍吾会員が感謝の手紙を代読された｡

続いて先ほど御祓いを受けられた会員に壇上

八代

祈願祭が終わり皆で記念撮影｡

本日の主役の面々｡ おめでとうございます｡
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○所在地
〒860-0848

熊本市南坪井町2-16

サクセス２ビル２Ｆ奥 �096-354-8233
ランチ12：00～２：30

夜18：00～25：00

○店の雰囲気
30代の客層です!!

○収容人数 25名～30名まで

○お店の紹介
昼は鮮魚販売で営んでます｡ 昼は魚屋､

夜は (居酒屋) 魚専門店

○おすすめ料理・コース料理
●魚専門店居酒屋､ 鮮度なら負けません!!

●コースは､ 3000円飲み放題・4000円飲

み放題があります｡

●活魚はもちろんその他魚
ギョ

ーザ・魚骨ラー

メン・ホタテリゾット風などあります｡

������株式会社マコトフードシステム��������������������

お 知 ら せ

会報をもっと気軽に読んでいただけるよう会員のための投稿コーナーのページ

を設けることとなりました｡ 趣味はもちろん社会に対して思うこと､ 娯楽的な映

画・本の紹介､ 紀行､ 何でも結構です｡ どしどし御投稿ください｡ ただし会に対

する意見や要望などは､ 対外的な広報誌であることから掲載の対象とはいたしま

せん｡ 御了承ください｡ なお､ 会へのご意見やご要望は､ 『会長への手紙』 にお

願いいたします｡

また､ 投稿の内容により掲載できない場合もありますことを御理解ください｡

(広報委員会)
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鈴木 憲久
熊本市春日６丁目5-23
前田歯科医院
①自分の専門分野 (口
腔外科) 以外の一般
診療において､ いか
にスキルアップする

かという点
②全ては患者のための歯科診療
③殺伐とした世の中にあって､ 患者の口
腔内にもならず心まで癒せる歯科医院
④専門分野をより追及し､ 特色があり､
かつ全般的な視野で診療が行える医師
となること

親親 子子 会会 員員
天村 正美

竜山内科リハビリテー
ション病院

熊本市室園町10-17

勤勤務務医医会会員員���������������������������������
①今もっとも関心のあることは何ですか｡
②自分が希望する歯科診療とはどのよう
なものですか｡

③他の歯科医院にはない自分の医院の特
色を教えてください｡

④今後の抱負は何ですか｡

平成21年度臨時代議員会・臨時総会のお知らせ

下記の通り平成21年度臨時代議員会・臨時総会を開催いたしますの
でお知らせします

記
臨時代議員会 日時：平成21年９月19日 (土) 午後３時

会場：熊本県歯科医師会館 ４Ｆホール
臨 時 総 会 日時：平成21年９月19日 (土) 午後５時 (予定)

会場：熊本県歯科医師会館 ４Ｆホール







 

 

 








